よくわかる英語教室 (５)
	名詞の単数形と複数形


 (
先頭は
大文字！
)
１ 固有名詞－世界に一人，一つしかないもの，曜日，月
ＴＲＹ１  次の固有名詞の意味を書いてみよう。
	１　Mike
	
	６　America
	

	２　Nancy
	
	７　Australia
	

	３　Fred
	
	８　Sunday
	

	４　Jane
	
	９　Wednesday
	

	５　Japan
	
	10　October
	


◆　この固有名詞は，文のどこにあっても，必ず大文字でスタートします。
２ 普通名詞－ものの名前や動物の名前，人の職業など
 (
世界中にいっぱい存在するものを普通名詞という
)

ルール①　ひとつ（一人，一ぴき）の場合は，かならずａかａｎをつける。
ルール②　普通名詞は小文字で始める。
＜ａを使う普通名詞＞　－　子音で始まる単語だね
	a box
	a cat
	a dog
	a flag
	a goose
	a hat
	a joke

	箱
	ネコ
	イヌ
	旗
	ガチョウ
	ボウシ
	冗談

	a king
	a lion
	a melon
	a nurse
	a pig
	a queen
	a room

	王様
	ライオン
	メロン
	看護師
	ブタ
	女王
	部屋

	a ship
	a tape
	a violin
	a window
	a xylophone
	a yard
	a zebra

	船
	テープ
	ヴァイオリン
	窓
	木琴
	中庭
	しまうま



この表の単語は全てaという冠詞（名詞がかぶる帽子－冠かんむり）がついています。分かりましたか。しかも，単語はアルファベット順に並べてあります。ところどころ，抜けているのがありますが，何が抜けているのか確かめてみましょう。
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
　残ったものを，ローマ字読みをすると「アエイオウ」。すなわち「アイウエオ」。そこで，次に紹介する表を読んで下さい。どんな場合にａｎをつけるか，わかりますね。
＜ａｎを使う普通名詞＞　－　母音で始まる単語だね
	ア
	an apple
	りんご
	an album
	アルバム
	an ant
	蟻，アリ

	イ
	an icebox
	冷蔵庫
	an ice cream
	アイスクリーム
	an idea
	考え

	ウ
	an umbrella
	傘
	an underline
	アンダーライン
	an upland
	高台

	エ
	an egg
	卵
	an elephant
	ゾウ
	an eel
	うなぎ

	オ
	an orange
	オレンジ
	an organ
	オルガン
	an octopus
	タコ


 (
単語の意味
) (
a
か
an
)ＴＲＹ２  次はすべて普通名詞である。単語の前にａかａｎを書き入れ，単語の後のワク内に意味を書きなさい。

	１
	
	desk
	
	９
	
	picture
	

	２
	
	orange
	
	10
	
	bag
	

	３
	
	chair
	
	11
	
	egg
	

	４
	
	book
	
	12
	
	ball
	

	５
	
	apple
	
	13
	
	map
	

	６
	
	watch
	
	14
	
	aunt
	

	７
	
	pen
	
	15
	
	dog
	

	８
	
	ice cream
	
	16
	
	cat
	



３　複数形－２つ、２人以上の場合は，名詞の語尾にｓ（ｅｓ）をつける
 (
ｓ
や
ｅｓ
のつけかた
複数形
を作る規則
)

 (
これが一番多いんだ
)

 (
イズの方が発音し
やすいからｅｓにするんだヨ。
)（１）単数形の後ろにsだけをつける。
	a  pencil
	鉛筆
	―→
	two    pencils

	a  book
	本
	―→
	three  books

	a  boy
	少年
	―→
	four   boys



（２）単数形の後ろにesをつける。（語尾が５つの場合）
	口の中で摩擦する音で終わる単語
	a  bus
	バス
	―→
	two 　 buses
	バスィズ

	
	a  glass
	グラス
	―→
	two 　 glasses
	グラスィズ

	
	a  peach
	モモ
	―→
	three  peaches
	ピーチィズ

	
	a  dish
	皿
	―→
	three  dishes
	ディシィズ

	
	a  box
	箱
	―→
	four   boxes
	ボックスィズ

	oで終わる語
	a  tomato
	トマト
	―→
	four　 tomatoes
	トメイトーズ


（３）単数形の最後のyをiにかえてesをつける。（語尾が子音＋y）
	a  lady
	女性
	―→
	two 　 ladies

	a  lily
	ユリ
	―→
	two 　 lilies



人間は楽な方，言いやすい方を好みます。繰り返し声に出して発音してみよう。
このようなルール（sやesのつけかたや読み方のルール）ができた理由がわかるはずです。
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